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1940年代にコンピュータが誕生して以来，コンピュータの設計方法，利用方

法に関する技法の開発をはじめ，プログラムとは何かとか，計算 (アルゴリズ

ム)とは何かといった根源的な問題の理論的研究や，これこれの問題を解くた

めにはこれこれの方法でやればこれこれの資源 (時間やメモリ)があればできる

とか，最低限これこれ以上の資源がどうしても必要であるとかいった可能性や

限界・不可能性の研究に至るまで，様々な数学的手法が用いられ，それぞれの

分野の発展に貢献してきた．そのようなコンピュータサイエンスやその周辺の

領域において重要と思われる数学的概念や手法についての入門書たらんとして

前著『コンピュータサイエンスのための離散数学』(初版 1992年)を著わした．

それから 10年以上経ち，インターネットや携帯電話の普及に代表されるよ

うに，コンピュータとそれを取り巻く諸技術の発達は目覚しいものがある．本

書で取りあげるような基礎的な数学概念や考え方は時代やニーズが変わっても

大きく変わるものではないが，それでもどこに重きを置くかには時代の要請と

でも言うべきものがある．そのことも念頭に置き，この 10年のコンピュータ

サイエンスの発達も考慮して前著を大幅に書き替えたのが本書である．前著で

はページ数の制約もあって取りあげなかった関係データベースの基礎理論や代

数系への入門も取りあげ，さらに，ますます発展したネットワーク社会におい

て重要度が増した情報と符号に関する理論も取りあげることにした．

前著を書いた 14年前には易しすぎるとさえ思った内容も最近の大学生には

ムズイらしくて「授業に使えなくなった」というご意見を多数の教員の方々か

らいただいたのも，前著の改訂版たる本書の出版を急ぐキッカケとなった．学

生の基礎学力が落ちてきたことに鑑み，説明をやさしく丁寧に書き改め，例題

や演習問題を大幅に増やした．以下に記すように，演習問題に懇切丁寧な解答

を付けた演習問題集も用意することにした．

このような方針で前著を書き直したところ，ページ数が 3倍以上に増えてし

まったので，3分冊とせざるを得なくなった．
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(1) 情報系のための数学-1『離散数学入門』　

(2) 情報系のための数学-2『情報と符号の理論入門』　

(3) 情報系のための数学-3『例解演習 離散数学』

本書『離散数学入門』は第 1分冊であり，前著『コンピュータサイエンスの

ための離散数学』をほぼ引き継ぐ内容となっている．それでも，ページ数が 350

ページを超えてしまったので，重要度の低い 100ページ程度は (概要だけを残

して)本書から外してウェブ上に置くことにして，本書自体のページ数を 277

ページに抑えた．例，定理，問はウェブ上に置いたものも含めて通し番号を振っ

たが，ウェブ上に置いた例，定理，問の番号は本文中にも明記し，ウェブ上に

置いた部分に含まれる項目も索引に載せた．本書から外した全文は以下に記し

た URLからダウンロードして，自由に使っていただきたい．

http://www.edu.waseda.ac.jp/∼moriya/education/books/DM/
本書の原書となった『コンピュータサイエンスのための離散数学』は東京女

子大学，早稲田大学などで行なった著者の講義に基づいて小改訂を重ねてきた．

したがって，著者の講義を受講した学生との遣り取りを経て本書の内容もブラッ

シュアップされてきたものである．学生の皆さんに感謝したい．

前著の改訂を始めてから 2年，と予想以上に時間がかかってしまった．それ

にもかかわらず，辛抱強く叱咤激励していただいたサイエンス社編集部長の田

島伸彦氏に深く感謝の意を表したい．

最後に一言だけ書いておきたいのは，本書は数学書であって工学書ではない

ということである．数学をツールとして使いこなすことができるように論理的

思考力を身に付けることを目的としており，何故そういうことが成り立つのか

といった証明を抜きにして数学的結果だけを技術のごとく使う術を教えること

は意図していない．基礎理論は直ぐに結果を出すものではないが，基礎理論な

くして地に足のついた研究と成果はあがらないと著者は思う．本書は入門書で

あるから，本書で学んだことを基礎としてさらに進んだ参考書で勉強されたい．

2005年 12月 25日

守　屋　悦　朗
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